
 

 

 

《防除黒色防鳥糸の設置方法》 

１．ぶどう棚の支柱間隔約 2.5ｍ弱

を 活 用 し 、 長 さ 2.4 ｍ 、 太 さ

10.5mm の弾性ポール（ダンポー

ル）を主線の上部に結束バンドで

固定する。このとき糸の高さは棚 

上 1.7m 程度とする（図 1）。 

２．弾性ポールの先端付近に、

防鳥糸を数回巻き結びつけて、

弾性ポールが軽くしなる程度に

ピンと張る（図１）。 

３．棚上からのカラス侵入は防

鳥糸で防ぐことができるが、ぶ

どう棚の外周から侵入を防ぐために防鳥糸と棚面の空間に、防鳥網を張る。網は

棚上ではなく、棚の側面かつ棚上に張る（図 1）。防鳥網は弾性ポールに結束バ

ンド等で止める。このとき、市販防鳥網に付属するはり糸より太く丈夫なマイカ

線等を用いて、防鳥網を展開すると網の耐久性が向上する。 

４．スイートコーンの場合、園内から防鳥糸を

張るのは困難なため、園外から防 鳥糸を張る。

1 人で作業する場合には最外側の防鳥糸を最

初に張り、張った防鳥糸 の上に新しい防鳥糸

を載せるようにして外周を歩いて次の防鳥糸

を張る（図２）。 

５．2人で作業する場合には園外で 2本の支柱

に糸を結び、次に二人で支柱を高く掲げ なが

らスイートコーンに引っかからないよう糸を

固定する場所まで移動し、支柱 を土に差し込

む。糸の長 さは支柱に糸を巻き付けることで

調節し、たるまないようにする。 

注意点① ムクドリ等中～小型の鳥類には効果が期待できません！ 

注意点② 人にも見えにくいため注意してください！ 

図１ ブドウ園での黒色防鳥糸設置図 

図２ スイートコーン園での黒色防鳥糸

の設置方法 


